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親子 の 親密度と幼児の 運動能力 との 関係に つ い て 1
　　　　　　　　　　　　　　−L 調 整 力 テ ス ト か ら

一

　　　　　　　　　　〇 丸 111 政 敏 　清 水 敦 彦 　山 崎 僑 也

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（足 利 短 期 大 学）

，t．研蝋旨的

　わ2Lわれは雌識の研蝋に諭3いで
、 子どもの藻勳能力

ほ圃親の かかわりカによ つ て異懸るので肱ない かとい

う俶脱の も とに r爆親の性格と運酌能力』 r岡親ヒの

意欲度ヒ乎 ど屯 の遅酌能力」 などに つ い て発衷して 費

た● 蔓の結景として 、 競の
」予に対すゐ朗密魔が高いカ

が 、 愚 の 子 ど も の退酌能力 （睇懸力）が高い とい う
一

つ の方陶他粒見番 こ とがで 費た。

　木研究しホ、 勢φ継絖研究の中で 、 子ども把
’
』に異施

した胴整カヲ
」

ス トの 「反復横ヒび と跳び越しくぐリ」

との 間に 、 どの ような相閲が見られ るの か、 また 、 圃

覦の子どもに対する親密度の中で 、 Ltの ような興露が

乎どもの爆勳鶻ヵに膨響赴及ぼして いるのかにつ い て

検附巍賦弥 ようとしたもので あるが 、 木研究では鏘 1
服肯と して 、 轉に幼稍園年畏蝿叡対隸に行っ た r反復
横ヒび ヒ臨び越 しくぐリ」 と の間に、 翠の ような相閲
があゐ の かに つ い て 報告す る。

2 ， 研究方轍

工）質問紙の 作戊と興施

　　幼児の寂臓が、 幼児休膏に興嚇1があるかない かに

　　閲す る壷闘登含む覦鴨度チ．n ッ ク畿を　｛wn し、 年

　　長児の圃驫費対激に アンケートな爽施した 噸

  跚霞対敵 1邸長児の康庭の圃親90 仲

　  脱讃i期間 ；平戒 9俸 9月
臼）幼蝿の運働朗力7sス トの爽施

　　ア ン ケートに先演 っ て 、 印長児91 名に湛助舶力

　　テス ト （詞旬幣カテス ト）を樊億し把 。

　　薯期定眼｝功児 〔男児 44 髷、 女児 42 名）

　  反俶横とび

　　幼児の平均身長の 五／ 3の長さ を示す 2本の平行

　　鱇の間を、 圃足とびで海右に とび越し、 10秒間

　　に例惻とべ たか を測定すゐ 。

　1蘯｝瑚呂び越しくぐり

　　幼児の平均善長の1／呂の1醗 ll；張られ獄 ゴムテ

　　
ーヅの上 を暁び鹹え 、 そしてすぐにその ゴムテー

　　プの下粒くぐリ扱けるという励｛乍を、 9盛続して 5
　　側輿施し、 椥秒か力喝 かを渕箆する，

　　 ＊21団真施し、 叢い カの 肥鎌を操用する。

幾1反復槽とび．と跳び越しく ぐりの納果
【
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3，艚果と考蟻

　反復欄とびと跳び越しくぐりテス トの納果は衰 1，に

示したとおりであゐb 上記の艚果をもとに、 反復横と

びの得慮の 低い 騨 （1騨）、 申位の騨 （2胖）、 高い

騨 （3騨）に分・け 、 跳び越し
．
くぐりとの相閲を出し1

同轍に眺び越しくぐりも得点の鳳い琳 （1騨）、 中｛立
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7 函 賻8．70且 罵 帝 7尊，麗 皿 解

の騨 《a闘） 、 榔い騨 （3騨）髢二分け、 反復糟ヒ雌と

の 相憐粒出し糠もの が上記の褒讐あ筍 。

　男児の夙復織とびの圖い 瀞 （3聯）
’
で は 、 跳び越し

くぐリヒに院い 致の 相閲が見られ懸がヤ 憮 琳 （鋪粒
で は絹関が価い。中位の轡 く臼騨）で は 、 高くは ない

が負の 相闘が 見られた b 己れは、 窩い騨 （8騨）と傴
い脚 （1騨）M の 中闖の納巣逸示す と愛け取れる。

反鰍 と働 融 騨 く3勅 で跳び鴆しくくIJの暇い

騨 （5騨）に夙寧ゐ子が5人、 中岱肋 騨 （2騨）に 6
人 、 幅い 騨 （1糊ン｝ご禽人である。 申位の騨 （2騨）
で は 、 高い 騨 （8騨）に 5人、 中位の騨 （朋粉 に4
入、 偶い 騨 （1H“）に 5人で 勗る． 低い騨 （1騨）噂

は 、 圃い 騨 （3琳）に B入 、 申伉の榊 （a騨）lt　6入、

偽い 騨 （1聯）に 7入が偶してい る。

　 女蝿の 反復横とがの 測い 聯 （3驍粉 で 臨 勢姑ヒ面

槲高い負の 粗関朗見られ、 幡い騨 （1胸 でも相関が

傭 い。しカ、し 、 申似の榊 （舗粉 ではあまリ高くは恥

　い が 、 1虹の粗閲が見もれた。反俊横とびの高い騨 （3
騨）で   び戯しくぐりの 高 い 騨 （a騨）に鳥する于が

　晒人 、 申位の 榊 （2騨）1（：　B人、 鳳覧、榊 （1累粉 に 5

　人で 勘 る ． 申位 の 琳 （2榊）で は、 高い 騨 （3昭粒 に

　3人 、 中航の騨 （2構 に6人、 低い紳．（．1黝 に睦
　人で 勗 る ．．慨 い騨 （1騨）督は 、 高い騨 （5騨）に6

　八 、 中撹の騨 （2騨）に li人、 鶴い騨 （1騨）に 2人
　が属して いゐ 。

　　男猟の ｝桃び舳しくぐりの窩い騨 （舗粉 と低 い皐単

　 （1胸 で は 、 反復横とび皐の相関専ま低 いが、 中健の

　騨 （臼騨）で 鳳
、 ややi購い負の柑関鴻秘 れた脅 跳び

　餓しくぐりの 高い 騨 （3
』
琳）で反復椣とびの 高い騨

（3琳）忙属ずる子が 5人 、 中位の騨 （2騨）に 6人、

，低い糧 （1騨）に 露人で勗る ． 中龍の騨 （2騨）で は、

高い 騨 （3琳）に 0人、
1村立の騨 （呂騨）に 4 人、 偶

い騨 （1”“）に6人で ある。、低い騨 （1騨）では、 i闘
い 騨 （a  に 2入、 申位の欝 〈a覇“）に β人、 低い

騨 （1騨）．tg　7人属レて い る 。

　 女児の跳び越しくぐりの高い榊 （8憾）ヒ中億の騨

　（2騨）  は相閣は低いが、 低い Pt（1騨）で は、 や

や高い負の相閲が見られた
吃 跳び越し くぐりの 高い騨

　（8騨）で反俊横とびの高い 榊 （a騨）に屑す筍乎が

　6人、 申位の 聯 （自騨）に 8人、 低彫〜騨 （乱脚）に 6

　入で 勘ゐ。 中臆の 騨 （2騨）で は 、 高い 騨 （3騨〉に

　2人 、 申僚の騨 （2騨）に6入、 低い騨 （1琳）に母

　人である． 低い 騨 q 騨）で は 、 縄 い 聯 （耳騨）に 5

　人、 申位の騨 （闘   に 5入 、 低い 騨 （1醂）に 2人

　鳳しでい 鵜

　　比鮫的単純にみら劇る反償横とびは、 敝撫独衂 驟
’

　樫主とする遍助であリ、 幼児期に はぼぼ鷹線的にその

　劇陳をのばして い く．こ れに対して跳び 越 しくぐりは、

　跳び鹹すごと とくぐリ被ける こ二と
・
をくリ湿し行うと い

　う
、 巧撤1虫の 更常を主とした遅動賢あ る

， 幼児期で は、

　 4歳から5歳にかけて麟しい のび粒浪すと粮告霞れて

　 い る。 反従慌ヒびの よ うに、 岡一平圓の 構の 勘眥にお

　げる勵 の獲融 、 高1艫 に よ る概敵の動きの；躑 ゆ

　獲幣では 、 その獲得の賻期が最なもこ kが描蜘電れ嶺

　　瞑海、 どの よう駛雌びや日常蝕憎のなかで獲得当れ

　 るのかにつ いて も今俊隅蠢をして い 麌た い 。 躍鷹に船

　 ける競の 嵐欲炭、 争どもとの かかわリカ騨につ い て は

　承研究IIにおい て の 賦み鬢し たの で轟る 鳴
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